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・恵下埋立地（仮称）南側斜面

土砂流出防止工事（４－１）
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・広島湯来線舗装改良その他工事（４－１）

（凍結抑制舗装・放流管の復旧を含む）



恵下埋立地(仮称)関連工事について                 【資料２】

１ 恵下埋立地（仮称）南側斜面土砂流出防止工事について 

【工事概要】   

本工事は、恵下埋立地（仮称）の南側斜面からの土砂流入を防ぐ工事です。 

埋立地の南側斜面に土石流等が発生した際、埋立地への土砂流入を防ぐために柔構造待受け工（インパクトバ

リア工法）を８基設置する作業を行っています。 

①  工 事 名：恵下埋立地（仮称）南側斜面土砂流出防止工事（４－１） 

②  工 期：令和４年１２月２３日～令和６年３月１５日（予定） 

③  受 注 者：株式会社田村建設 

【位置図：詳細箇所】 

２ 主要地方道広島湯来線（現道）の舗装改良等について 
【工事概要】  

天皇原トンネルが完成するまでの間、恵下埋立地（仮称）への搬入路として利用する主要地方道広島湯来線（現

道）の舗装改良（凍結抑制舗装）等の作業を行っています。 

① 工 事 名：主要地方道広島湯来線舗装改良その他工事（４－１） 

  ② 工   期：令和５年３月２４日～令和６年１月１８日（予定） 

  ③ 受 注 者：河井建設工業株式会社 

３ 主要地方道広島湯来線（現道）の災害復旧及び安全対策について 

令和３年８月１１日からの大雨により崩落した、主要地方道広島湯来線（現道）の復旧作業が令和５年５月末

で完了しました。 

  また、崩落箇所以外の現道の安全対策についても、引き続き、取り組んで行きます。 

 ■災害復旧（崩落箇所） 

■崩落箇所以外の安全対策 

工事箇所

恵下埋立地（仮称） 

林道 

R3整備済

R4 整備済 

今回整備 

【南 A基準点Ⅱ箇所整備状況】 【南 B・南 C基準点Ⅰ-2箇所の作業状況】 

【被災後の状況】 【復旧後の状況】 

① 
② ③ 

安全対策箇所（①～③） 

災
害
復
旧
箇
所

①
道路横断管の変状 ② 道路下の空洞 道路下法面の崩れ ③



【資料３－１】

恵下埋立地（仮称）の開設後は、天皇原トンネル開通（令和 10 年度末予定）まで、搬入路として
広島湯来線現道を利用することとしている。 

 現状 
 広島湯来線現道は、離合困難な箇所が多く、また、待避所としての利用箇所も限られ交通渋滞
などが懸念されることから、戸山学区町内会連合会の強い働きかけもあり、一般車両への影響を
踏まえ、交通渋滞を防止し、円滑な通行及び事故の防止を図ることを目的として、交通誘導員の
配置について検討を行っている。 

 時間帯別推定交通量 
各時間帯別の推定交通量を下表に示す。

※ごみ運搬車両として想定される 4t車については、6t 車換算に組み込んでいる。 

 車両離合時の必要幅員 

  必要幅員は車両の幅に加え、車両すれ違い時の相互の間隔を 50cm、車両から道路（付属物）端ま

でを 25cm として設定した。 

 道路幅員の状況

広島湯来線現道への交通誘導員の配置について（案） 

 10ｔ・10ｔ ② 10ｔ・６ｔ 

③ 10ｔ・４ｔ ④ 10ｔ・２ｔ 

⑤ ６ｔ・６ｔ ⑥ 4ｔ・4ｔ 

⑦ ２ｔ・２ｔ 

 般 （平成27年度道路・街路交通情勢調査実績、佐伯区湯来町  地点） （単位 台）
７時台 ８時台 ９時台 １０時台 １１時台 １２時台 １３時台 １４時台 １５時台 １６時台 １７時台 １８時台 台数合計

2t 換算 19 5 3 9 4 3 2 1 9 8 12 3 78

6t 換算 0 0 1 0 1 0 0 1 2 0 0 0 5

2t 換算 14 7 9 4 4 6 1 4 7 6 14 5 81

6t 換算 0 0 0 0 2 0 0 1 1 3 0 0 7

33 12 13 13 11 9 3 7 19 17 26 8 171

② ごみ運搬 両（令和４年度 玖 埋 地実績等） 搬  両の交通量ピーク時間帯

７時台 ８時台 ９時台 １０時台 １１時台 １２時台 １３時台 １４時台 １５時台 １６時台 １７時台 １８時台 台数合計
2t 換算 0 1 4 6 7 3 4 4 3 0 0 0 32

6t 換算 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 6

10t 換算 0 0 2 2 2 2 1 1 1 0 0 0 11

2t 換算 0 0 1 4 6 7 3 4 4 3 0 0 32

6t 換算 0 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 6

10t 換算 0 0 0 2 2 2 2 1 1 1 0 0 11

0 1 8 16 19 16 12 12 10 4 0 0 98

33 13 21 29 30 25 15 19 29 21 26 8 269

運搬 

上り

下り

計

③ ①+②

時間

 般 

上り

下り

計

時間



【資料３－２】

 誘導員の配置（案） 
  ～ の前提条件をもとに、時間帯ごとの交通量等を推定し、最も効果的な誘導員の配置状況を検討した（下記配置図のとおり）。 

  ②  で示した一般車両の通行量データは、不確定要素が多く、推定の交通量と実際の交通量で差異が生じることが考えられる。したがって、交通誘導員の配置については、恵下埋立地（仮称）稼働後の、
状況を踏まえ、戸山学区町内会連合会と協議を重ねながら適宜対応することとしたい。 

広島湯来線現道への交通誘導員の配置について（案） 



地下水及び飲料水の調査結果について（令和４年度調査結果） 

１ 地下水（観測井戸）                               ２ 飲料水（私設井戸） 

※1 水道水質基準値 ※2 農業用水基準値 

地下水調査地点

飲料水調査地点 

 中 王 地 区：２地点  阿 戸 地 区：６地点  阿戸下地区：２地点 

凡例     ：基準値以下    ：基準値を超過 

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 NO.10

採取日 - - - 2022/6/16 2022/6/16 2022/6/16 2022/6/17 2022/6/17 2022/6/17 2022/6/17 2022/6/17 2022/6/17 2022/6/17

採取時間 時：分 - - 9:35 10:05 10:35 9:40 9:55 10:10 10:25 10:40 10:55 11:10

気温 ℃ - - 21.5 22.0 22.5 26.2 26.3 26.0 26.5 26.7 28.0 28.7

水温 ℃ - - 15.0 15.1 17.1 14.9 16.0 16.6 15.4 15.9 16.1 16.7

一般細菌 CFU/ｍｌ - 100以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大腸菌 - - 検出されないこと 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性

カドミウム及びその化合物 mg/L 0.0003 0.003以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

水銀及びその化合物 mg/L 0.00005 0.0005以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

セレン及びその化合物 mg/L 0.001 0.01以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

鉛及びその化合物 mg/L 0.001 0.01以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

ヒ素及びその化合物 mg/L 0.001 0.01以下 0.001 ND ND ND ND ND ND ND ND ND

六価クロム化合物 mg/L 0.002 0.02以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

亜硝酸態窒素 mg/L 0.004 0.04以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

シアン化物イオン及び塩化シアン mg/L 0.001 0.01以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 mg/L 0.1 10以下 0.6 0.2 1.2 2.2 1.0 1.1 0.1 1.5 0.3 0.8

フッ素及びその化合物 mg/L 0.08 0.8以下 0.30 ND 0.09 ND 0.26 0.36 ND ND ND ND

ホウ素及びその化合物 mg/L 0.05 1.0以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

四塩化炭素 mg/L 0.0002 0.002以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

1,4-ジオキサン mg/L 0.005 0.05以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

シス-1，2-ジクロロチレン及びトランス-1，2-ジクロロチレン mg/L 0.001 0.04以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

ジクロロメタン mg/L 0.001 0.02以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

テトラクロロエチレン mg/L 0.001 0.01以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

トリクロロエチレン mg/L 0.001 0.01以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

ベンゼン mg/L 0.001 0.01以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

塩素酸 mg/L 0.06 0.6以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

クロロ酢酸 mg/L 0.002 0.02以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

クロロホルム mg/L 0.001 0.06以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

ジクロロ酢酸 mg/L 0.003 0.03以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

ジブロモクロロメタン mg/L 0.001 0.1以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

臭素酸 mg/L 0.001 0.01以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

総トリハロメタン mg/L 0.001 0.1以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

トリクロロ酢酸 mg/L 0.003 0.03以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

ブロモジクロロメタン mg/L 0.001 0.03以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

ブロモホルム mg/L 0.001 0.09以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

ホルムアルデヒド mg/L 0.008 0.08以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

亜鉛及びその化合物 mg/L 0.002 1.0以下 0.005 ND 0.002 0.012 0.003 0.002 ND 0.003 0.004 0.007

アルミニウム及びその化合物 mg/L 0.002 0.2以下 ND 0.003 0.14 ND ND 0.002 ND 0.011 ND ND

鉄及びその化合物 mg/L 0.002 0.3以下 ND ND 0.026 0.002 0.003 ND ND 0.003 ND ND

銅及びその化合物 mg/L 0.002 1.0以下 0.007 ND 0.016 0.010 0.008 0.009 ND 0.006 0.004 0.010

ナトリウム及びその化合物 mg/L 0.1 200以下 7.9 8.0 6.1 8.1 7.9 7.0 6.7 4.9 6.9 6.6

マンガン及びその化合物 mg/L 0.001 0.05以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

塩化物イオン mg/L 0.2 200以下 5.1 3.9 5.1 45 4.9 6.0 3.7 5.0 3.6 3.5

カルシウム、マグネシウム等（硬度） mg/L 2 300以下 20 23 32 99 42 63 21 24 13 16

蒸発残留物 mg/L 50 500以下 ND 63 58 240 90 86 ND 72 53 ND

陰イオン界面活性剤 mg/L 0.02 0.2以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

ジェオスミン mg/L 0.000001 0.00001以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

2-メチルイソボルネオール mg/L 0.000001 0.00001以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

非イオン界面活性剤 mg/L 0.005 0.02以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

フェノール類 mg/L 0.0005 0.005以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

全有機炭素（TOC） mg/L 0.3 3以下 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

pH値（測定時温度） - － 5.8以上8.6以下 6.6(22℃) 6.6(22℃) 6.6(22℃) 6.2(23℃) 6.8(23℃) 6.7(23℃) 7.1(22℃) 6.2(22℃) 6.3(22℃) 6.5(23℃)

味 - － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 - － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 度 1 5以下 ND ND 2 ND ND ND ND ND ND ND

濁度 度 0.1 2以下 ND ND 0.3 ND ND ND ND ND ND ND

塩化物イオン（年間平均値） mg/L 0.2 200以下 4.9 3.9 4.7 42 4.8 5.9 3.7 5.1 3.8 3.6

塩化物イオン（範囲） mg/L 0.2 200以下 4.7～5.1 3.8～4.0 4.0～5.3 33～46 4.6～4.9 5.3～6.9 3.6～3.7 4.3～5.7 3.6～4.0 3.5～3.8

電気伝導率（年間平均値） mS/m 0.01 30以下※2 7.73 7.98 10.6 25.0 11.9 17.0 7.45 8.38 6.34 7.09

電気伝導率（範囲） mS/m 0.01 30以下※2 7.47～8.09 7.88～8.02 9.89～11.1 21.4～28.2 10.6～12.8 16.2～18.1 7.34～7.54 7.15～10.5 6.04～6.58 6.74～7.45

単位 定量下限 水道水質基準値

私設井戸
中王地区 阿戸地区 阿戸下地区No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6

2022/6/16 2022/6/16 2022/6/16 2022/6/16 2022/6/16 2022/6/16

9:50 10:20 10:45 11:00 11:15 11:35

21.5 22.5 23.0 23.5 23.5 24.0

18.9 19.5 21.4 16.2 15.1 14.6

6.8(22℃) 7.0(22℃) 7.5(22℃) 6.3（22℃) 6.8（22℃) 6.7(22℃)

0.7 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5

9 33 36 62 32 500

2.9 5.1 3.0 8.8 8.5 9.0

0 0 0 0 0 0

ND ND ND ND ND 0.0005

ND ND ND ND ND ND

0.002 0.005 0.007 0.004 0.004 0.17

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

1.2 0.5 3.3 1.2 0.2 ND

0.21 ND 0.10 ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

ND ND ND ND ND ND

9.3 4.7 12 7.1 6.8 4.0

7.5～12 3.8～6.0 8.6～18 3.9～9.1 3.8～11 3.7～4.2

15.6 11.4 96.5 16.2 14.1 5.95

12.8～19.0 9.55～12.9 31.2～217 9.86～31.7 10.2～21.9 5.54～6.35

単位 定量下限
環境基準値
（地下水）

観測井戸

塩化物イオン（範囲） mg/L 0.1 200※1

塩化物イオン（年間平均値）

電気伝導率（年間平均値） mS/m 0.01 30※2

電気伝導率（範囲） mS/m 0.01 30※2

mg/L 0.1 200
※1

1,2-ジクロロエチレン mg/L 0.001 0.04

クロロエチレン mg/L 0.0002 0.002

1,4-ジオキサン mg/L 0.005 0.05

ほう素 mg/L 0.1 －

ふっ素 mg/L 0.08 －

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 0.1 －

セレン mg/L 0.002 0.01

ベンゼン mg/L 0.001 0.01

チオベンカルブ mg/L 0.001 0.02

シマジン mg/L 0.001 0.003

チウラム mg/L 0.001 0.006

1,3-ジクロロプロペン mg/L 0.0002 0.002

テトラクロロエチレン mg/L 0.001 0.01

トリクロロエチレン mg/L 0.001 0.01

1,1,2-トリクロロエタン mg/L 0.0006 0.006

1,1,1-トリクロロエタン mg/L 0.001 1

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L 0.001 －

1,1-ジクロロエチレン mg/L 0.001 0.1

1,2-ジクロロエタン mg/L 0.0004 0.004

四塩化炭素 mg/L 0.0002 0.002

ジクロロメタン mg/L 0.001 0.02

PCB mg/L 0.0005 検出されないこと

アルキル水銀 mg/L 0.0005 検出されないこと

総水銀 mg/L 0.0005 0.0005

砒素 mg/L 0.005 0.01

六価クロム mg/L 0.02 0.05

鉛 mg/L 0.001 0.01

全シアン mg/L 0.1 検出されないこと

カドミウム mg/L 0.0003 0.003

浮遊物質量(SS)

大腸菌群数 個/ － －

溶存酸素量(DO) mg/L 0.5 －

－ －

生物化学的酸素要求量(BOD) mg/L 0.5 －

水素イオン濃度(測定時温度) － － －

採取日 － － －

気温

mg/L 2 －

水温 ℃

℃ － －

採取時刻 時：分 － －

【資料４-１】



電気伝導率（観測井戸 No.3）の調査結果について 
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観測井 Ｎｏ.３ 電気伝導率

観測井戸 No.3 
放流管マンホール 

動作確認のため 

雨水の放流開始 

（6月 28 日） 

【資料４-２】



自然災害や突発的な事故等の発生により、搬入ルート等の被災や河川水又は地下水の水質の悪化等が生じた場合、速やかに地元町内会及び関係機関に連絡し、所要の措置を講じます。その対応の流れは次のと

おりです。 

緊急時の対応 １ 廃棄物搬入ルート（広島湯来線現道区間）の被災による通行不可 

10 

被災状況詳細確認 

・道路等の被災状況については、道路
管理者と密に情報共有を図る。

安全確認・報告・連絡
（地元町内会・関係機関）

報告・連絡
（地元町内会・関係機関）

仮置き場の確保

報告・連絡
（地元町内会・関係機関）

廃棄物搬入ルート（広島湯来線現道区間）の 

被災による通行不可

道路管理者に連絡 

搬入停止 

被害が大きい
場合

応急措置 

安全確保 

通行止め解除

本復旧工事 

利用再開 

道路管理者による対応

緊急時の対応 ２ 廃棄物搬入ルート（広島湯来線現道区間）でのごみ散乱による通行

の支障 

安全確認・報告・連絡

（地元町内会・関係機関）

〇ごみを散乱させた運搬

業者に指導を行う。 

廃棄物搬入ルート（広島湯来線現道区間）での 

ごみ散乱による通行の支障

埋立地管理事務所 
職員等による対応

報告・連絡
（地元町内会・関係機関）

現地確認・道路管理者に連絡 

（ごみの散乱状況確認） 

ごみの撤去を指示 

応急措置 

（通行に支障がないよう清掃） 

散乱ごみの清掃・撤去 

〇再発防止について関係者に周知・指導
するよう関係団体に連絡する。

ごみを散乱させた 
運搬業者による対応 道路管理者による対応

大がかりな措置
を要する場合

〇車両が横転する等、埋
立地管理事務所職員や

運搬業者だけでは措置
が困難な場合、道路管
理者による対応を依頼
する。 

自然災害や突発的な事故等の発生時における緊急時の対応(案)
【資料５-１】



緊急時の対応 ３ 放流管・ポンプの破損 

放流停止

補修の実施

安全確認・報告・連絡

（地元町内会・関係機関等）

浸出水を埋立地に貯留

放流再開

○浸出水調整池の水位が管理水位
を超えた場合、浸出水集排水管

の緊急遮断弁を閉めて、一時的
に埋立地に内部貯留する。 
○放流管のバイパスの設置等によ

り応急復旧する。
破損箇所の特定

復旧に長期間を
要する場合

〇事前に備蓄している資材等により補
修を実施する。 

〇目視等により破損状況を確認する。 

〇管内の確認（内視カメラや目視）、流
出量の減少度合い等から破損箇所を
特定する。 

浸出水を浸出水調整池に貯留

報告・連絡
（地元町内会・関係機関）

放流管・ポンプの破損 

（放流量等の異常） 

緊急時の対応 ４ 河川水・地下水（戸山地区）の水質悪化 

経過観察の実施

詳細調査の実施

保全措置等の実施 

再調査の実施 

報告・連絡
（地元町内会・関係機関）

河川水・地下水（戸山地区）の水質悪化 

. 

放流停止及び埋立施設の供用を中断※

報告・連絡

（地元町内会・関係機関等）

放流再開・経過観察の実施

※浸出水放流管その他関連施

設など、一部の施設が対象
となる場合がある。

経 過 観 察 再調査の実施と原因究明 
供用中断※、詳細調査 

等の実施 

○周辺の地下水等を調査し、
原因を究明する。

報告・連絡

（地元町内会・関係機関等）

経過観察の継続

河川及び観測井戸等の水質等調査を定期的に行い、その結果について

異状を確認した場合、安全協定に基づき以下の対応を行う。

①「環境基準等の基準値を超過」又は 

 「前回測定値を２割以上上回った」 

河川水［pH,BOD,SS,DO,大腸菌数］ 

②「環境基準等の基準値の1/2以下の値」

で「前回測定値を２割以上上回った」 

河川水［塩化物ｲｵﾝ,電気伝導率,ﾀﾞｲｵｷｼ

ﾝ類］ 

地下水［水質汚濁に係る環境基準項目

(生活環境項目)］ 

飲料水［水道水質基準項目］ 

放流水［浸出水放流水に係る検査項目,

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類］ 

③ ①(供用前調査の結果を踏まえ調整) 

土壌 ［土壌汚染に係る環境基準項目,

塩化物ｲｵﾝ］ 

①前回測定値を２割以上上回った 

地下水・飲料水 

［塩化物ｲｵﾝ,電気伝導率］ 

②対応１②の調査項目の測定値が

「環境基準等の基準値の1/2を

超える値」で「環境基準等の基

準値を超過」又は「前回測定値

を２割以上上回った」 

③対応１の全ての調査項目につい

て地元から再調査の要請があっ

た 

①「環境基準等の基準値を超

過」及び「季節変動(供用

前の通年観測地の最大値)

を２倍以上上回った」 

地下水・飲用水 

［塩化物ｲｵﾝ,電気伝導率］ 

②対応２の再調査で異常値

が更新又は高止まりした 

供用中断※、詳細調査 

等の実施 

【資料５-２】


